
2025 年 5 月 12 日 

 

一般財団法人みらい環境 

第 1 回（2025年度）研究助成事業 

ご応募にあたり「よくあるご質問」 

 

Q1. 助成金の応募コースは、３つの分野に限られるのでしょうか？ 

A1. 原則として募集要項にある３つの分野に資する研究・活動を対象とし、その他地球環境保全に 

資する活動・研究についても対象とします。 

   ■サーキュラーエコノミー 廃棄物を再資源化するための研究 

   ■温室効果ガスの発生抑制技術・発生からの利活用技術等の温暖化対策の研究 

   ■一次産業等の国内自給率向上に向けた技術や活動に関する研究 

   ■その他、上記に類する、地球環境保全に資する将来有望な活動・研究 

 

Q2. 結果報告の形式に決まりはあるのでしょうか？ 

A2. 募集要項に記載の通り、コースにより結果（成果）報告の形式は異なります。 

 

Q3. 郵送での申し込みでも大丈夫でしょうか？ 

A3. ご応募は、募集要項に記載の通り、ホームページ上の申請フォームよりお申込みください。 

当財団指定の必要書類をご確認の上、当財団ホームページ上の研究助成事業のページある申請フォーム

よりお申込みいただく形となります。 

Q4. 助成金の給付時期はいつ頃でしょうか？また給付は一括でしょうか？ 

A4. 助成金の贈呈時期については、助成対象研究決定後、個別に相談の上決定します。 

※2025年9月末までに振込予定。 

①学内研究コース ②全国大会出場コース ③ゼミ活動型コース ④基礎研究コース ⑤複数年発展型コース

対象団体
日本国内の大学・研究機関等
に付属する研究室。学生を中
心とする活動。

助成期間 1年間 1年間 複数年：最大3年

助成金額 1万円～30万円 100万円～200万円 100万円～200万円×対象年数

結果報告
活動内容の発表イベント、
表彰等の実施

年度単位(2月)に報告会。
レポート及びプレゼン

年度単位(2月)に報告会。
レポート及びプレゼン

件数 10件

1年間

１～2件5件

1万円～20万円

日本国内の高校（工業、農業）専修学校。

学校にて指定する発表の場（文化祭・大会出場等）

大学・大学院の部専修学校・高校の部

日本国内の大学・研究機関等に付属する研究室。大学院博士
課程在籍から教授までの資格を有する研究者を中心に学生と
共に活動する組織。



一括、分割の別については、助成額及び使途計画により、個別に相談の上決定します。 

Q5. 給付された助成金の使途に制限はあるのでしょうか？ 

A5. 贈呈した助成金の使い道については、以下のようになります。 

① 原則助成対象者（対象機関）本人のみ使用可。課題研究に直接必要な経費（設備備品類・消耗品

費・旅費等） 

② 対象外となる費用。 

・建物の施設に関する経費 

・助成期間中に発生した事故・災害の処理のための経費 

・助成対象者本人への人件費・謝金 

・助成対象者が所属する組織の間接経費 

 

Q6. 助成金の使途について報告義務はありますか？ 

A6. 助成金の贈呈前にご提出いただく概算経費案と研究計画に基づき、期間終了後に助成金の使途を 

記した報告書の提出を義務とします。 


